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1.はじめに 

 

工事概要 

工 事 名：令和 3年度清水港外港地区防波堤（改良）被覆ブロック製作工事 

発 注 者：国土交通省 中部地方整備局 清水港湾事務所 

工事場所：静岡市清水区貝島地区 

工 期：2021 年 10 月 25日～2022年 3月 28日 

請負金額：\76,850,000- 

 

本工事は、清水港防波堤を改良し津波における防波堤の倒壊を防止するための「粘り強い構造」とし、

背後地の人命・財産を守り、被害を低減させる工事であった。 

施工内容は、4ｔ型被覆ブロック製作（製作 690個） 

         

2.施工箇所 

 

   

 

 

 

 

 



≪製作ブロック詳細図≫ 

  
 

3.冬期のコンクリート打設における課題点 

 

（1）日々の温度管理と養生期間  

 被覆ブロック製作工は、日々決めた個数を型枠組立、コンクリート打設、脱型、転置、型枠清掃を繰

り返す。コンクリート打設後（打設ロット）においては、所用強度、所用養生期間、所用温度が定めら

れている。特に、冬期の施工においては、「寒中コンクリート」を意識して取扱わなければならない。 

その為、各打設ロットにおいて、日々どのような温度状態、養生期間であるかを把握し、管理する必

要があった。 

 

（2）温度管理  

作業場所から、10㎞程度離れた場所に地域気象観測所があったが、西側に山があり風がほとんど無い

温暖な場所であった。だが、作業場所は海沿いにあり西風が常に吹いており気象条件が違っていた。そ

の為、作業所にあった外気温管理が必要であると考えた。また、仕様書のコンクリート管理方法では、「日

平均気温」との記載がある為、常時記録する必要があった。 

 

（3）保温対策 

 上記でも記載したが、作業場所は、海沿いであり西風が常に吹く場所であった。その為、コンクリー

ト打設直後の養生が重要であると考えた。水平面の金鏝仕上げ後、表面に冷たい風が当たり、乾燥によ

るひび割れが懸念された。 

またコンクリート打設後、セメントの水和熱によるコンクリート温度と外気温との差によるひび割れ

が懸念された。 

 

4.課題における対策 

 

（1）日々の温度管理と養生期間  

「コンクリート養生管理一覧表」を作成し、各打設ロットにおける温度、養生状態、養生期間等が把

握しやすい物とした。 



 施工開始月が 12月下旬であった為、日に日に外気温が低下して行く為、毎月１回の頻度でテストピー

スを採取し脱枠強度・転置可能強度・段積可能強度それぞれの所要強度の確認と、型枠内の養生期間（日

数）による積算温度管理の両方を行った。 

 また、脱枠後（転置後）の養生期間はコンクリート面が直接風に当たらない様、養生シートで覆い所

定の期間（12日間以上）を保つように行った。 

               ≪コンクリート養生管理一覧表≫ 

  

 

（2）温度管理  

①作業所に百葉箱と外気温測定データロガーを設置 

現場環境にあった外気温が測定できる様、百葉箱と外気温測定データロガーを設置し 10分間隔で測定

記録を行った。これにより、その日の最低気温・最高気温が確認でき平均気温の把握を行った。 

 

        ≪作業所に百葉箱設置≫         ≪外気温測定 データロガー≫ 

       



≪データロガー測定記録≫ 

            
 

②型枠内のコンクリート養生期間温度管理 

仕様書に記載されているコンクリート打設後、５℃以上の養生期間を把握する為、一台で外気温と養

生温度が同時測定記録ができる温度計（おんどとり）を使用して、型枠内の養生期間中の温度測定を行

った。 

         ≪外気温の測定≫            ≪養生中の温度測定≫ 

   

 

                    ≪グラフで可視化する≫ 

           



（3）保温対策 

打設直後の養生において、コンクリート面を保水性が高い断熱タイプの養生マットにて養生を行い、

表面の乾燥ひび割れを防止した。また、打設直後の被覆ブロック４個を厚手のブルーシートで一纏めに

覆い、風の進入を防ぎセメント水和熱の上昇を促した。 

また、日中の外気温が 10℃以下の日は、夜間は温度低下が懸念されるので練炭により保温を行い、温

度差によるひび割れを防止した。 

 

≪高断熱湿潤養生シートを使用≫           ≪保温状況≫ 

   

 

5.結果と今後の課題 

  

 本工事では、冬期におけるコンクリートの品質確保について重点を置き施工した。外気温とセメント

水和熱による温度変化がないよう養生対策を行った事により良い品質の構造物ができたと思う。温度測

定管理は今後のコンクリート工事において活かされる有効な資料となった。 

また、常に良い物を造るという意識を持ち、安全確保、出来形、品質と工夫をしながら施工する事が

大切であり、今後も実践していきたい。 

 

                      ≪完成写真≫ 

              

  


